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1　はじめに
　すべての会計活動には社会的側面がある。会計はそれ自体非常に高度な会計方法を擁iし、社会的変
革に極めて敏感に即応する。もし、私たちが、現在とまったく異なる環境に存在していたならぽ、会
計は今日とは多少異なった外観を呈しているに違いない。それゆえ、会計は、本質的には社会的産物
とみなされるべきものなのである。
　このような社会的産物とみなされる会計を私たちが研究対象として選択する際には、決して会計と
それを取り巻く社会環境との関係の明示を等閑にふすることはできない。だからといって、社会環鏡
と会計を安易に結びつけて研究することはあまりにも危険である。すなわち、社会環境と会計との一
義的な結びつきは容易には見い出し得ないのである。もし、社会環境と会計との関係を明示する手段
があるとすれぽ、それは会計が歩んできたみちを回顧することであろう。なぜならぽ、現在の会計は
過去に生じたさまざまな社会現象の影響を内包して成り立っており、これを遡行して眺めることによ
って、社会環境と会計との関係の一端が見い出せるからである。
　この点に、私たちが、会計を歴史的に研究する必要性を見い出すのである。本稿では、社会環境と
会計との関係の明示という今後取り組まなけれぽならない課題に立脚して、原価計算の起源とその後
の初期的発展について若干の考察を試みる。
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皿　問題の所在
　原価計算がいつ、どこで、どのように起ったのか。原価計算の起源については、さまざまな意見が
混在するとはいえ、次の2つが代表的な見解である。
　1．原価計算は複式商業簿記が数百年の歴史をもつのにくらべれぽ、それほど古いものではなく、
　　その起源はごく最近のことに属する。的確にいえぽ、それは19世紀の産物であり、20世紀に入っ
　　てから急速な伸展をとげてきたのである。ゆえに、原価計算は産業革命の数多くの結果のうちの
　　ひとつである1）。
　2．原価計算が産業革命における工場制度（factory　system）の出現に大きな刺激を受けたことは
　　疑いないが、今日の原価計算実務と理論のなかには産業革命よりはるかに古いものが存在して
　　いるがゆえに原価計算は14世紀頃にその起源をもつ2）。
　上掲の2つの見解は、前者はリトルトソ（A．C．　Littleton）、後者はガーナー（S．　P．　Garner）のそ
れである。
　なぜ、このような見解の相違が生ずるのか。櫻井教授は、リトルトソとガーナーの原価計算の起源
に関する見解の相違について次のように述べておられる。すなわち、リトルトンは、勘定組織と有機
的関連性をもつ原価会計こそが原価計算であると主張したり、原価計算と工業会計とを同一視する狭
義の原価計算の見方に立脚している。他方、ガーナーは、勘定組織を用いない原価算定や材料節約な
どの経営管理のために実施される原価計算までも、原価計算の領域に含めるべきであるとする広義の
原価計算の見方に立脚している。こうした原価計算の本質についての見方の違いから、リトルトソ説
とガーナー説の相違が生ずるのである3）。
　要するに、リトルトソは原価計算と複式簿記の有機的結合を原価計算の起源にとって必要な要件と
考えているのに対して、ガーナーはそうした結合を必然的な要件とは考えていないのである。したが
って、このような原価計算の本質に関する内容規定の相違から、両者の原価計算の起源に関する見解
の相違が生まれるのであり、自らが設定したフレームワーク（framework）内では両者の見解とも正
しいのである。
　では、リトルトソの見解、ガーナーの見解のいずれを支持すべきか。この原価計算の起源に関する
議論を明確にするために、原価計算の出現を示すメルクマール（Merkmal）を設定したい。
　原価計算は「財貨を生産し用役を提供するにあたり消費された経済財の価値犠牲を測定するための
技術、概念の総称4）」として一般的に定義されている。
　今日の原価計算は、過去に犠牲にされた財貨の価値測定をおこなうだけにとどまらず、将来の経済
財の効果的活用が図りうるように、計画・統制をおこなう際に用いられる原則、技術、システムを含
んでいる。ゆえに、原価計算は企業の経営管理者に製品、用役または業務活動についての原価情報を
提供し、原価情報の比較・分析・評価を通じて経営能率を増進するための手段であると言える。しか
しながら、原価計算に与えられた固有の使命は、やはり過去に犠牲にされた財貨の価値を測定すると
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いう製品原価算定の技術のなかにある5）。別言すれぽ、原価計算の主問題は原価をいかに把握し、計
算するかにある。だからこそ、原価計算は製品原価を構成するいくつかの重要な要素一材料費、労
務費、経費などがそれぞれ別個に集計されるような形態を有するのである。こうした原価の要素別の
把握こそ原価計算に必須の概念であり、これの出現をもって原価計算の出現を規定するメルクマール
とするのである。
　このメルクマールにしたがえぽ、原価計算は原価を要素別に把握するという形態を有すればよいと
いうことになる。したがって、リトルトソが主張するように、原価計算は必ずしも複式簿記との有機
的結合を前提としなくともよく、複式簿記を用いない単なる材料費、労務費、経費の集計というプロ
セスを有すればよいと規定できる。ゆえに、原価計算の起源は、製造活動と商業取引とが同一の帳簿
で処理されていた形態から、生産が社会的様相を帯び始めてくる過程の必然的所産として、商業取引
の記録とは別に、製造活動に伴って発生する費用のみを要素別に記録するような形態へ進展した時点
に求めることができるのではないだろうか。
　以下の紙幅において、原価計算の起源とその前後の様相を若干の資料を用いて考察していきたい。
皿　原価計算生成前史
　原価計算をおこなっている証拠となりうる原価記録の出現は、生産活動がある程度社会的に重要に
なるまで待たなけれぽならなかったが、支払われるべき税金の記録、債権・債務の発生および消滅の
記録やその他の個人間でなされた取引の記録といったような類の商業記録は、はるか紀元前4500年の
時代にまで遡ることができる。それらの商業記録は、メソポタミア（Mesopotamia）文明の遺跡の
なかで発見されたものである。
　メソポタミアはチグリス・ユーフラテス川流域一帯であり、BC．4500年からBC．500年頃まで栄え
た。メソポタミアは東西交通の要衝であり、その国の各都市にはレソガエ、理髪師、織工、大工といっ
たような様々な職人が住んでいた。彼らや農民が作った生産物は近隣の地はもとより、遠く離れた地
域へも交易のため運ぼれていった。このような遠隔地との交易が盛んになるにつれて、取引に関する
細目事項を記録保存する必要性が生じたのである。たとえぽ、物を受け取ったときにはそれを確認す
るために、受け取りの事項を記す粘土板が作られたのであった。これらの粘土板に記された記録は、
現在の商業記録とは似ても似っかないけれども、これは明らかに商業記録と言いうるものである6）。
　ギリシア人（Greek）やローマ人（Roman）は、体系的な会計記録を展開させた。ギリシア人の
時代にはすでに貨幣が発明されており、私たちは現在に伝えられた各種の記録によって、ギリシア人
が著しく進歩した行政制度を持ち、かつ会計技術に精通していたことを知ることができる。ローマ人
はギリシア人の伝統を受け継ぎ、ローマ人独自の改良を加え、かなり適切な会計記録をおこなってい
た7）。しかし、この会計記録はあくまでも現在のような複式記入による体系的なものではなかったよ
うである。
　すべての古代社会において、貨幣経済は十分に発達していなかったし、算術は存在していたもの
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の、計算技術の簡潔な方法は発達していなかった8）。かかる意味で、古代の記録は受け取りや支払い
を基幹としたとても簡素なものでしかなかったのである。だが、古代社会は農業を中心とした自給自
足の社会であり、くわえて取引形態は物々交換という相互の贈与方式であった。こうした経済状態の
単純性は体系的な記録を必要とはしなかったのであろう。
　やがて、ヴェニス（Venice）とかジェノア（Genoa）といったような商業都市の発展に即応して、
またその当然の帰結としての商業活動の複雑化に対応して、1250年から1440年までの間に単式記入簿
記を基礎に、北イタリアで複式簿記が用いられるようになった9）。かくて、複式記入の導入によっ
て、記録は規則正しくかつ包括的なものとなり、複式簿記は商人が成功をおさめるための必須の手段
となったのである10）。
IV　原価計算の起源とその後の初期的発展
　上述のような過程を経て生成した複式簿記が一般化するのと前後して、原価計算がおこなわれる
ようになっていった。複式簿記が商業の発展に深いかかわりあいを持つように、原価計算の生成も
工業の発展と密接な関連性を有するのである。ペラガロ（E．Peragallo）によれば、フローレソス
（Florence）のフランシスコ・デル・ベネ（Francesco　Del　Bene）商会一以下デル・ベネ商会と
略称する一の原価記録が現存する最古のものであるという11）。
　フP一レソスはヴェニスやジェノアとは異なって、北イタリア屈指の工業都市であり、その主な生
産物としては毛織物や絹織物があげられる。そして、すべてのフローレンスの工業は別々のギルド
（guild）によって構i成されており、個々のギルドは、フローレソス内外のあらゆるアウトサイダー
（outsiders）の侵入に対して自らの営業秘密（trade　secrets）、特権、権利を守るべく存在していた。
ペラガロは、こうしたフローレソスのギルド・システムの存在が、原価計算の発展に大きな影響をあ
たえたと次のように述べている12）。
　　「フローレンスの簿記制度（bookkeeping　system）が、それ自体、ギルド・システムのなかに
　どのように導入されるに至ったか、各々の製造工程の原価ごとにどのように別々の記録をおこなう
　ようになったかを示すことは簡単である。すなわち、本来同一の敷地内で必ずしも作業をおこなう
　必要はないのであるが、しぼしぽ同一敷地内で共働する別の仕事仲間（trade　association）に属す
　る職人が存在するということによって、各々の製造工程ごとに別々の原価の記録が必要とされるよ
　うになったからである。こうした原価を工程ごとに別々に計算する必要性は、っいにフローレンス
　の工業簿記を生ぜしめるに至った。」
　上記のペラガロの論述のなかには、原価が要素別に把握されるに至った一因が示唆されており、こ
うした原価を要素別に把握する必要性が、商業記録とは独立した原価記録を生ぜしめたのであった。
　ここで、まえに挙げたデル・ベネ商会の原価記録がどのようなものであったかをペラガロが提示し
た資料により検討していきたい13）。
　デル・ベネ商会は、3人の商人によって1318年9月1日にフローレソスで結成された小規模な一期
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間組合である。そして、この商会はカリマラ（Calimala）ギルドの一員であった14）。同商会では、
1318年から1350年まで、原価は一般の経費（expenses）が商業帳簿に記入されると同じ方法で処理さ
れた。1350年頃、正確な製品原価の算定の必要性から、帳簿は商業用と工業用に分けられたのであ
る。工業面を扱う帳簿としては、製品原価算定のために、製品原価を構成する主要素どおりの数の帳
簿があった。すなわち、次にあげる3冊の帳簿である15）。
　　1．原毛仕入帳（Libri　delle　lane）
　　2．労務者賃金帳（Libri　dei　lavoranti）
　　3．染色工賃金帳（Libri　dei　tintori）
　原毛仕入帳は、購入した原毛に関する記録を記す帳簿だが、これには仕入の月日、購入先、購入場
所やウールの質を示すマーク、そして最後に価格を記入した。原毛仕入帳は次の形式である16）。
　　　VI　Ba〃e　di　lama　lunga　d’lnghilterra　de　la　marca　segn÷M．　A．÷comPrammo
　　　da　Lande　d’Antonio　degli　albi2i　il　di　I　di　settembre　fior．　MMMCCCCXXXXVII，
　　　s．XL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tara　　　　　　　　　　　s．　CLVI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tara　Per　fracido　　　　　s．　XX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tara　Per　bigio　　　　s．　X
　　　Restaπθc’α加禰ゴMMMCCLM，　s．　XL
　また、この帳簿は単に材料（原毛）の仕入記録にとどまらず、材料庫出の記録という役目も果して
いたらしい17）。
　労務者賃金帳には、毛織物を製造するために発生したすべての労務費を記録する。原毛の加工準備
作業は自らの作業場でおこなうが、その他の各工程は外部の手工業者によっておこなわれる。これら
の手工業者が支給した材料をごまかす場合がしぼしぽあったので、この帳簿には手工業者名、支給材
料の品質と数量、補助材料の支給などが詳細に記入された。毛織物の加工が終り、この帳簿をしめき
るとその賃金の合計額は、毛織物の労務費を示すことになるのである。その記入法は以下のとうりで
あった18）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MCCCLXVIII
　　　　　　　　　　　　　　Tintilani　A2urini　arcistrofinissimi
　　　　　　　　chosto　di　netare　biancho　e　tinta　　　　　　　　　　　　　aff．
　　　　　　　　chosto　di　vergheggiare　bianCO　　　　　　　　　　　　　aff．
　　　　　　　　chosto　di　sO勿〃1αtore”π’α　　　　　　　　　　　げ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pettinare
　　　　　　　　Fl・ancesco　e　Compa8・ni　P．47÷di　lama　92901io　P．　v．　il　quarto
　　　　　　　　P．Pennecchiare．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Schardassat「e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－35一
　　　　　　　　‘Fl「ancesco　e　Co〃2、ρagni」ρ．93÷di　1α〃ta．
　　　　　　　　P．nettare．
　　　　　　　　P．Pettini　e　chardi．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Soma　aff．　XXXVIII，　s．1，　d．　VIII
　染色工賃金帳には染色工の賃金を記録する。染色は専ら外部の手工業者によっておこなわれたの
で、特に染色工賃は他の労務費とは別にこの帳簿に記入された。この帳簿は、染色工ごとに人名勘定
が開設され、個々の勘定は1人の染色工によって生ぜしめられた賃金が記入されるのであった。その
形式は次のとうりである19）。
　　　　　　　　　　　　　Ugolino　di　Marcho，　tintore　　di　g「rado
1　Biαncho　57
1　1≡｝iancho　　．
1　Sbiadito　59
di　VIII　diルfaggio　　　chuPo
di－di　Giug・no　　　　chUPo
di－di　Luglio　　　　azurino
　　　Soma¢が．　XLIII　s．　XVIII
α∬．XVI，　s．　IIII
aff．’XVI，　s．　IIII
aff．　XI，　s．　X
　染色工賃金帳の合計額と上述の労務者賃金帳の合計額の総計は、毛織物を製造するに要した労務費
総額を形成する。，
　これら3冊の帳簿、すなわち原毛仕入帳、労務者賃金帳、染色工賃金帳のそれぞれの合計額の総計
は、加工された羊毛織布の素価を示すのである。しかし、当時（14世紀）では材料費、労務費を集計
して製造原価を帳簿に記入するようなことはおこなわれなかった。したがって、これらの帳簿の総計
は、一般の商業取引の記録と同様に、一般帳簿に転記されたにすぎなかったのである。また、当時の
製造記録簿は複式記入ではなく、これには上下連続式の方法で記入がおこなわれたのであった20）。
　ペラガロが提示したデル・ベネ商会の原価記録から、原価計算の基本思考である原価を要素別に把
握するという形態を見い出すことができる。14世紀に明確な製品原価という概念が存在していたかど
うかは疑問であるが、フローレンスの工業家たちは、製造した製品の原価をいかに計算するかという
問題を解決するために、商業記録とは独立した特殊な記録を展開させなけれぽならなかったことは明
確である。かくて、デル・ベネ商会が用いたような原価記録が誕生したのであった。
　ペラガロによれぽ、14世紀初頭頃、フローレソスにはたくさんの企業が存在していたが、デル・ベ
ネ商会ほど完全な会計記録システムば一般的なものではなかったという21）。ともあれ、原価を3つの
要素に分け、それぞれを集計するというデル・ベネ商会の原価記録のなかに、まさに私は原価計算の
起源をみるのである。そして、デル・ベネ商会で採用されていた会計制度は100年後に現われたメジ
チ（Medici）家の会計に大きな影響をあたえたのである。
　以下に提示する資料は、フローレソスのメジチ家の設立した企業の一つであるラファエロ・デ・
フランシスコ・デ・メジチ＆Co．（Raffaello　de　Francesco　de’Medici＆Co．）一以下メジチ
＆Co．と略称する一のものである。メジチ家は、はやくから体系的な簿記を導入していたきわめ
て注目すぺき企業であった。メジチ家は、14世紀初頭から銀行業を営んでおり、また15世紀中葉から
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16世紀にかけて毛織物業にも従事していた。その企業組織はデル・ベネ商会と同じように、中世紀末
から近世紀初頭にかけてイタリアにおいて一般的であった組合形態である。メジチ家の会計について
は、レイモソド・デ・ルヴァー（Rymond　de　Roover）教授によってかなり詳細に紹介されており、
同教授の所説に依拠して考察することとする22）。
　さて、その企業（メジチ＆Co．）は1531年に設立され、その3年後に早や解散せしめられたメジチ
ー族を中心にして設立された組合である。この組合は、羊毛ギルド＜Arte　della　Lana＞の規制下、原
毛を仕入れ、それを外部の手工業者に加工させるという問屋制家内工業の生産形態を採用していた。
それゆえ会社の工場では選毛（sorting）、洗じょう（cleaning）、硫毛（combing）、刷毛（carding）
のような数個の加工工程があるのみであり、大多数の加工工程は外部の手工業者によっておこなわれ
たのであった。
　16世紀から、メジチ家は複式記入によって帳簿を記録しており、具体的には1513年以来次にあげる
ような8種類の帳簿を用いていた23）。
　　1）日記帳（waste　book）
　　2）仕訳帳（journal）
　　3）元　帳（ledger）
　　4）現金帳（cash　book）
　　5）　賃金元帳　（wage　ledger）
　　6）　染色工帳　（book　of　dyers　and　workers）
　　7）織布工帳　（book　of　weavers）
　　8）紡績工帳　（book　of　spinners）
　15世紀のメジチ家の工業帳簿は購入販売帳、現金収支帳、現金帳、染色および作業者賃金仕訳帳の
4種類であった。16世紀に入って、工程ごとの原価を把握する必要から、賃金を3つの工程に分けて
把握するに至り上記のような計8冊の帳簿数になったのである。そこで、これらの帳簿の内容を順次
みていくことにしたい。
　日記帳には取引がその発生順に記録され、おもに羊毛の仕入に関する諸事項の記載がかなり詳細に
おこなわれた。
　仕訳帳には仕入と販売のみが記録され、その記入は日記帳よりも要約的になされた。これらの記録
は今日の仕訳帳に記載されている以上の情報を提供しうるものであった。この帳簿におけるすべての
項目は元帳へ転記がなされる。
　元帳には人名勘定（personal　account）や物的勘定（impersonal　account）も設けられ、日記帳、
仕訳帳からのみならず、すべての他の帳簿からの転記がなされた。
　現金帳は二つの部分から構成されている。そして、いずれの部分も収入　（receipts）の部と支出
（expenditures）の部に分けられていた。第一部はflorinsで記入され、その金額は直接に総勘定元
帳へ転記される。第二部は1ire　piccioliで記入され、毎週の賃金の前払い額が示される。そして、
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この部の金額は賃金元帳へ転記がなされるのであった。
　賃金元帳は、組合のために働く問屋や大部分の職人の賃金に関する諸勘定を内包していた。
　残りの三つの帳簿、すなわち染色工帳、織布工帳、紡績工帳は、特殊仕訳帳（special　journals）と現
在呼ばれるものである。これらの帳簿の主な目的は、外部の手工業者に支給した材料や支払った賃金
を記録することであった。さらに、手工業者に支払った賃金は不定期的に合計され、それらは二つの
元帳のうちのどちらかに転記された。以上、述べてきた帳簿の関係を図示すると次のようになる24）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特殊仕訳帳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一日記帳
?????
4）現金帳　6）染色工帳　7）織布工帳　8）紡績
3）元帳 5）賃金元帳
　メジチ＆Co．では、羊毛を仕入れそれを加工しその製品である織物を販売していたので、普通の
商人のように仕入と販売を一つの勘定で処理するようなことはしなかった。その代りに、羊毛の仕入
れ、製造、販売の項目については別個の勘定が用いられたのである。この場合、利益を決定するため
に、織物勘定が重要な役割を果した。その手順は次のとうりである。染色工帳、織布工帳、紡績工帳
から得られたそれぞれの賃金は賃金元帳で集計され、各帳簿に記録されてある各種補助材料や経費と
ともに製造費（manufacturing　expence）として一括掻的に把握された。これに対応レて、元帳には
製造費勘定が設けられていた。羊毛勘定、染色費勘定、製造費勘定から、それぞれの費用を織物勘定
の借方に転記し、製造原価を算出した。また、貸方には売上が記入されるので、貸借の差額は利益を
表わすことになる。R．デ・ルヴアーの提示した資料によれぽ、織物勘定（Cloth　Account）は以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　CLoTH　AccouNT
　　　　　　　　　　　RAFFAELLo　DI　FRANcEsco　DE’MEDIcl＆Co．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1534
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cr．
Wool
Dyeing
Dyestuffs
Manufacturing　Expense
Sundries
Pπ癬s
　Raffaello
　Chiarissimo
　Baglioni
fl．3899．19．O　Sales
　1967．12．5　　（366暑cloths）
　　21g．12．2
　5196．14．9
　　　0．1．4
803．　0．10
401．10．　5
349．14．　3
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eに示すようなものであった。25）
　上掲の織物勘定は、製品の製造原価の構成を示す点においては明らかに製造勘定であるが、この勘
定は完成品の製造原価のみを含み、未完成品のそれは含まないので、この点では製品勘定である。ま
た、貸方には売上が記入されるので、製品が販売されたときこの勘定の貸借残高は販売損益を示すこ
とになる。この意味では損益勘定としての性質も有している26）。
　以上、考察してきたメジチ＆Co．が行使していた方法はかなり未熟であったが、現在の原価計算
と比して驚くほど離反するものではなかったように思える。R．デ・ルヴァーはメジチ＆Co．の会
計システムについて次のように述べている27）。
　　「メジチ家の簿記システム（bookkeeping　system）は、まったく彼らの目的を果すためには十
　分なものであり、彼らの組織にうまく適合していた。そして、この簿記システムは、まだ原価発見
　の機構（cost　finding　system）を備えてはいなかったが、かなりそれに近いものであった。メジ
　チ家の会計帳簿は、メジチ家が原価を概算するということについて相当の知識を持っていたこと、
　完成した織物に値をつけるためにこうした情報を用いたという仮定を人々に納得させるための十分
　な証拠となるものである。」　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　こうした16世紀のメジチ＆Co．が実施していた原価計算は、14世紀のデル・ベネ商会以来の伝統
をうけつぎ発展してきたのである。
　デル・ベネ商会、メジチ＆Co．というようなフローレソスの毛織物企業において採用されていた
原価計算を考察してきたが、次に提示する資料は、エドラ・デ・ルヴァー（Edler　de　Roover）によ
って紹介されたプラタン（Plantin）印刷所のものである28）。同印刷所では、前掲の企業よりもさら
に進んだ原価計算がおこなわれていたといわれている。
　デル・ベネ商会、メジチ＆Co．はいずれも毛織物業であり、その生産形態も問屋制家内工業的な
域を脱することができず、主要な加工工程のほとんどが外部の手工業者によっておこなわれたのであ
った。一方、プラタソ印刷所は、印鰯という問屋制家内工業形態をとることが困難な業種であり、噛一
ヶ所の作業場に人を集めて作業を遂行する集中作業場形態を採用していた。この意味で、プラタソ印
刷所は現在の工場形態にかなり近い形態をとっていたと言うことができる。
　プラタソ印刷所はフランス生まれのクリストファ・プラタソ（Christopher　Plantin）セこよって1555
年ベルギーのアソトワープで設立された。プラタソ印刷所は、当時全ヨーロッパにおける指導的な印
刷業者であり、その全盛時には従業員は100名以上を数え、22台の印刷機を保有していた。また、同印
刷所は単に印刷を請け負っていただではなく、出版業を同時に営み、卸売と小売をおこなっていた。
プラタソ印刷所は、外国語の聖書などを印刷しており、同印刷所の技術は当時最高のものであった。
しかも、プラタンは最高の技術で低価格の本を製造することを常に念頭においていたのであった。
　企業組織の側面からすれぽ、プラタン印刷所はデル・ベネ商会やメジチ＆Co．のような組合形態
とは異なり、本来的には独立した個人企業の形態を維持していた。しかし、1562年にプラタソが商用
旅行中にあらぬ罪で貨財を没収され、その後無罪が証明されて経営再開に臨んで、まったく資金を有
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していなかった1563年から1567年までの4年間は一時他人と組合を結成していた。その組合解消後に
は、必要な資金は借金によって調達することとし、専ら個人企業の形態を貫徹した。
　プラタン印刷所の会計は、個人企業一組合企業一個人企業というようなその企業形態に応じて
三つの期間にわけることができる。ここで、私たちが注目するような進んだ原価計算をおこなってい
たのは、1563年から1567年までの組合形態を採った4年間のみである。その前後の個人企業のときに
は会計帳簿は単式記入によるごく簡単なものであった。1563年から1567年まで、プラタン印刷所の会
計帳簿は、ボソベルゲン（Bomberghen）とプラタンの二人によって記帳された。そして、ボソベル
ゲソは主要帳簿、すなわち仕訳帳と元帳の記録係であり、プラタソはその他の数冊の補助帳簿の記録
係であった。プラタソ印刷所の補助帳簿は次のようなものである29）。
　　1）取引日記帳（journal　des　affaires）
　　2）取引台帳（grand　livre　des　affaires）
　　3）　賃金帳（livre　des　ouvriers）
　　4）書店台帳（livre　de　libraires）
　　5）小売帳（livre　des　ventes　a　la　boutique）
　　6）　プラタン日記帳（Journal　of　C．　Plantin）
　　7）　固定資産台帳（livre　des　ustensiles）
　　8）製本屋覚帳（memorial　des　relieurs）
　取引日記帳は取引のすべてを記載する帳簿であり、これには什器ならびに印刷用紙の購入、売上、
金銭の出納などを記録する。ゆえに、この帳簿は一一Ptの仕訳帳的機能を果す。
　取引台帳は、取引日記帳に記入した情報をやや総括した形式で再記入する。したがって、この帳簿
は一種の元帳である。
　賃金帳は植字工、印刷工、校正工、画家、学者などに支払った賃金が、詳細に記録される。
　書店台帳は、プラタソ印刷所の出版物を購入した書店との取引勘定を記載する帳簿であり、今日の
得意先元帳に匹敵するものである。
　小売帳は、プラタソ印刷所直営の書店で現金売りをした際に記録をおこなう帳簿である。
　プラタソ日記帳には、組合設立時の設備の在高や種々な勘定が記された。
　固定資産台帳は、今日私たちが設備台帳（Plant　ledger）と呼んでいるものである。
　製本屋覚帳は、製本屋に関する勘定が記載されている。
　これらの補助帳簿はプラタソによってフラソス語で記入され、その記入方法はすべて単記（single
entry）によるものであった。プラタソの記入した補助帳簿の記載事項は、不定期的にボンベルゲン
の帳簿へ転記された。ボンベルゲンはプラタソの補助簿を参考として、仕訳帳、元帳の記入をおこな
ったのである。
　プラタソ印刷所で原価計算が実施されていたことを証明するものは、ポソベルゲソの元帳に開設さ
れたいくつかの勘定からなのである。元帳に開設されている主要な勘定は、次のようなものであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－40一 o
すなわち、資本金勘定（Capita！Account）、当座勘定（Current　Account）、印刷機勘定（Presses
Account）、活字勘定（Type　Account）、備品勘定（Fixtures　Account）、紙勘定（Paper　Account）、
製造費勘定（Manufacturing　Expence　Account）、仕掛品勘定（Goods　in　Process　Account）、
在庫図書勘定（Book　in　Stock　Account）などである30）。これらの勘定のうち、原価計算上注目され
るのは紙勘定、製造費勘定、仕掛品勘定、在庫図書勘定である。
　紙勘定は使用した紙の種類ごとに勘定が開設される。その意味では、この勘定は今日の原材料勘定
と何ら変るところはない。プラタソ印刷所が紙を購入したときには、その取引内容が紙勘定の貸方に
記入され、紙が印刷に使用されたときにはこの勘定の貸方に記入がなされる。この勘定は次のような
形式である31）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ：．Sl　f・・
　　　　　　　P・p・rAcc・unt（α鵬q・・伽伽ゴ・ル・ア・）・　・nt・i・・　・et・tt’・g　t。　th・p・p・・u坤㌔・Ih叩i・ti・g　・f　th・　Vi・gil　in　16°・
且563
Charta　quadra疏m　de　Troye　die
Carta　quadra　fina　deTroye　die aver　a　di19　fevraro　peτVir9腿io　in
dare　a　di　24　deoembrio　A　Chr誌to一 d巳cimo　sexto．　Sonno　perτisme　10且
faτo　Plantino£235．17d．8．　SonnoRe K． comprate　daA！exandro　I¢Clcrcq　aRe K．
peτrisme　UOcomo　pαi15uo蝕broUo ? £23 s．17 d．8s．3d．且Ua　risma 101 7 £21 s．17 d．8
letc．唱etc．1 lelc．，。tc．】
Note：Re＝尺‘側e，Eng．　reams．Thc　column　with　K．　orindica電es　thc　page　of電he量edger　where　the　coπcspondingen電ry　isfound
　製造費勘定は取引日記帳から得られた情報にしたがって、ある一定期間中に支払われた賃金やその
他の経費が借方記入される。この勘定は次のようなものであった32）。
ManufaCturing　Expense　Account（Spese　diMercantie）：
1563 1563
Spesa【∫ゴcl　domaτchantia　die　dar昌di　l4d6cembri． Spcxa　dem盆rchant㎞die皿vel　a　difcvraエo　peτ
AC血【ktofaτo　Pbnt㎞o£37　s，l　d．1．Sonno　per V廿g皿o㎞16°£8．19．8compτeso　tutte！e　spexe
diversεspeso　fatte　per　esso　Plant㎞ok，且 £37 s．1　　7 d．且 as1amparlo k．7 £8 5．19 d．8
Adidi賦o　A　Comelio　de　Bombeτgo£1　s．8　d．一 Adiditto　per　Hor飢io葦n！6°£3．10．9　comp爬so
Sonno　che’1ditto　Bombeτgo韮ha　sbors｛皇電o tUUe艮e　spcxe　a　st凪mpaτlo． k．7 £3 s．10 d，9
per　hbri　de　comi　d。bcompagnia　dc！a
5tampa． k．3 £　1 s．8 d．一 Adi　lOd’apr口e　peτLuchanu5㎞16°　£3．13．一
coπ1prego　tutte　le　spcxe k．9 £3 5．董3 d．一
Adil9　fevτoτo　A　Chri5tofalo　ditto£36．1L4
per　diverse　spcse　faヒte　de　a　di　ult㎞odccembrio Adiditto　peτRespon5ionc　diVonerabUi
fina　a　di　19　fevraro　cornopc【皿suo　Ubro Saccrdoti　i㎎1esi　in　8°£7．2．6　comp爬so
appa「e k．1 £36 s．11 d．4tutto． k．9 £7 s．2 d．6
Adi8d’apr菖e　A　Cねristo広aτo　ditto£7．1L6 Adiditto　peτCivnit註pueτUe血80£1．4．一
Sonnopelpi丘5pexo　fa口edo　adi　U　maπo compreso　tutte　le　sP㈱ k．9 £　1 5．4 d，一
f加ap㎞ad’apτUe　p6τcsscτSmto日Bruxene5
eLovanio　e　gver　impetratO　C¢τti Adiditto　per　Mag㎞natuτalc　b　16°　£2．15．一
privUeg麺 k，1 £7 S．L1 d．6comPfego　tutte　le　spexe k．10 £2 5．15 d．一
Adidht・ACh・i・t。f・・。di賦。£54・－3・『一 lEtc．，etc．，　numerous　othel　entriesI
poτdiverse　sp巳xe　fa賦e　nel　StampaτU
阪bri k．1 £54 5．一 d．3
Adi　19　magio　A　Chri5tofaτo　ditto£47．8．一
Sonno　per　diverse　spexe　fatte　nd　stampar　li一
Ubri k．1 £47 s．8 d．一
Adi27junio　A　Christofaro　ditto£54．3．10，
Sonm　per　piO　5pexc　fa麗e　como　peτi1甜o
賦bro　apparc． k．12 £54 翫3 d．且0
Somma£238．4．一 Somma£238．4．一
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　仕掛品勘定は本の印刷が企てられたときに、本の種類にしたがって元帳に開設される特別の勘定で
ある。たとえぽ、Virgil　in　16°やHoracein　16°のような名称でもってである。本の種類別に開設
されたこの勘定は、使用された紙代は紙勘定から、また印刷をおこなうのに要した賃金やその他の経
費は製造費勘定から、それぞれ振替記入がなされる。やがて、本の印刷が終り製品となったときに、
この勘定から在庫図書勘定へ振替がおこなわれ、仕掛品勘定は締め切られる。仕掛品勘定への記入は
次のようになされる33）。
GeOds　in　Precess　Account（Virgil　in　16°）
V吐gi星io　indcc㎞060　die　darΩdi　l9　de VkgUio　d’inchontra　die　aver　peτLibri
fevraτo　A　Chartaquadra£21．17．8．Sonno in　Monte　a　d…26　apr皿e£32．19．5．Sono
peHisme　101　comprate　da　A！exandfc　leP． pol　pcze　2500　che　saldiamo叩i　ct
αeτcq　fanno 2500k．4 £21 鵬17 d．8 田pportiam。　in　ditta　L恥由n P．
Mo飢e 2500k．44 £32 s．19 d．5
Ad孟diUo　A　Spexa　de　m瓢chantia
£8．19．8compreso　ogni　spexa　coπloper
mjbro　del　Plantino　appare k．6 £8 s．19 d．8
Ad孟ditto　A　Carte　c訂r6£2．2．1，S。no
peτrisme　101　s。pmditte　a　le　quale
habiamo　io爪o　d．5　per　dsma　co【no
㎞jomal　appare． k．16 £2 5．2 d．1
£32，195
　在庫図書勘定は本が刷り上ったときに、本の種類別に仕掛品勘定から借方に記載事項の転記を受け
る仕組の勘定ではあるが、ただこの勘定は本の種類別に開設されるのではなく、一括的な記入の勘定
として設けられた。この勘定は今日の製品勘定（Finished　Goods　Account）に匹敵するものであ
る。この勘定は次のような体裁を整えていた34）。
Finished　GeOdsAccount〔Libri　in　Monte｝：
1565 1565
Libri　in　Monte　dicm　daro　a　di26 Libτi　h1　Monte　dつinchontτa　dieno　av釘e　a
ap皿e　A　VhgU重。16°£32．195．S。no
??
diap【Ue　per　5i　medem・che　pas沁pe田
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　原価計算上重要と思われるいくつかの元帳勘定をエドラ・デ・ルヴァーの紹介した資料によって瞥
見してきた。それらの勘定の連関を図示すると次図のようになる35）。
　メジチ＆Co．では、製造活動の進行にしたがって発生した費用を集計するために、織物勘定とい
う製品勘定を設けていたが、プラタソ印刷所では、こうした費用を集計するために、仕掛品勘定と製
品勘定（在庫図書勘定）を設けていた。この点が、メジチ＆Co．とプラタン印刷所の勘定組織で異
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なるところである。この仕掛品勘定の出現によって、企業内部の製造活動の価値移転が勘定的に一層
正確に把握できるようになった。また、仕掛品勘定は各製品ごとに個別勘定が設けられおり、製品種
類別原価を求めるという思考が表われている。こうした思考は、組別総合原価計算の萌芽をなしてい
るように思える。ゆえに、私たちはエドラ・デ・ルヴァーが「原価計算の規則的な諸原則が、16世紀
において全く知られていなかったわけではない」36）と述べたことに大いに注目しなけれぽならない。
　ただ、ここで私たちが理解しておかなければならないことは、プラタン印刷所も含めた15～16世紀
の企業では、製造工程中に発生した減価償却費、補助材料費などの製造間接費が認識されていたも
のの、その明確な処理がなされてはいなかったという事実である。
　ソロモンズ（Solomons）はこうした事実を踏まえながらも、同印刷所の会計方法を「非常に円熟
した複式簿記的な原価発見の機構（double　entry　cost　finding　system）」であると高く評価してい
る37）。
V　おわりに
　本稿において、私は原価計算の起源とその後の初期的発展を、ペラガロのデル・ベネ商会の資料、
レイモンド・デ・ルヴァーのメジチ＆Co．の資料、エドラ・デ・ルヴァーのプラタソ印刷所の資料
をもとに考察してきた。それは、商業記録から独立して原価記録が誕生し、さらに製品原価算定のた
めに、製造活動の勘定的把握によって企業内部の価値移転が正確に把握されるに至った過程を描写し
たのでもあった。また、レイモソド・デ・ルヴァは一メジチ＆Co．の勘定組織のなかには、「原価発
見の機構」は具備されていなかったと述べているのに対して、ソロモソズはプラタソ印刷所の勘定組
織のなかには、それが備えられていたとしており、前述のごとく、両企業の勘定組織の相違は仕掛品
勘定の有無にあることから、仕掛品勘定は原価算定の際に非常に大きな役割を果すこともわかった。
　いままで考察してきた企業の資料から、原価計算がいつ、どこで誕生したのか明確に規定できない
までも、現在の原価計算の技術や理論の一部が、産業革命の以前である14世紀から16世紀に早や実践
されていたということができる。だが、これらの方法が一般に広く利用されたかは明確でない。この
点についてガーナーは次のように述べている38）。
　　「中世の工業会計のいくつかの例が、ある原価計算の技術や実務が1350年から1600年までの間に
’その起源を有したことを立証してはいるが、われわれは原価計算が16世紀の終りまでに、その発展
．の苦しみの時代を経てきた、という結論をあわてて下すべきではない。」
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　ガーナーは中世における原価計算の存在は肯定しながらも、原価計算が一般に広く利用されたか否
かとなるとかなり慎重な態度をとっている。
　さらに、ガーナーは初期の原価計算の目的を二つ列挙している39）。
　　（1）製造のいろいろの段階にたいする会計管理（accOUnting　COntrOl）のため、
　　（2）材料を使用するさいの無駄と仕損じとを少なくするため。
　この二つの目的は、当時の製造企業（たとえぽ、織物業）において、多数の工程があったので、原
材料や労務費の正確な管理の必要性から派生した、とガーナーは原価計算の管理的側面を強調してい
る。この限りにおいては、中世の原価計算の一般性を肯定することはできないが、中世において原価
計算が製品原価算定のために用いられたとするならぽ、多くの中世の企業において原価計算らしき方
法は一般的におこなわれていたのではないだろうか。なぜならば、製造活動において「原価がいかほ
どか」を知ることは必須の条件だからである。
　ともかくも、中世に実践された原価計算は、次の時代要素を内包し、産業革命期における原価計算
の飛躍的発展の姿を暗示していたのであった。最後に結論として、次の角谷教授の御意見をもって本
稿を閉じたい40）。
　　「原価計算が産業革命以降における工場生産の刺激によって開花したものであるという定説じた
　いに異論のあるわけではない。ただ、私は、原価計算上の一部の概念と一部の手続が一それらじ
　たい、もまた幼稚であったことはいなめないが一地域的にはかなり以前から採用され、伝承され
　てきたことを強調したい。」
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